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宗教者共同声明 

戦没者の遺骨が含まれている土砂を 
辺野古新基地建設に使わせてはなりません 

２０２０年１２月１０日 

 

 「戦没者の遺骨がまじった土砂を辺野古新基地建設に使うなんて、死者への冒涜
です」 
「戦争で亡くなった人の遺骨を、土砂と一緒に軍事基地を造るための埋め立てに

使ってはならない」 
 こう訴え、憤るのは、沖縄戦犠牲者の遺骨を三十八年間、収集してきた沖縄戦
遺骨収集ボラティア「ガマフヤー」代表の具志堅隆松さんです。 
 沖縄戦でお亡くなりになられた方々の遺骨が収集されないまま、土砂と一緒
に、辺野古新基地建設の埋め立てに使われようとしています。 
 これは、防衛省がこの４月に、公有水面埋立法に基づき、設計変更を沖縄県に
申請した結果、埋め立てに使う土砂の採取地として現行計画にない沖縄本島南部
が追加されたためです。本島南部には、今でも多くの遺骨が残存しています。 
 遺骨は死者の尊厳をあらわすものです。遺骨をないがしろにすれば、死者の尊
厳を踏みにじることになるでしょう。命を尊ぶ宗教者として、これを許すことは
できません。戦争で命を奪われた方々の遺骨を軍事基地建設に利用しないでくだ
さい。 

戦争犠牲者への尊厳の念をもって、菅義偉首相は、ただちに沖縄本島南部地域
からの土砂の採取を中止すべきです。 

今、菅義偉首相が、真っ先に優先すべきことは、遺骨の収集であり、遺骨を遺
族の方々に一日も早くお返しすることです。 
 物言わぬ遺骨とその魂の叫びは、「遺骨を助けてほしい」と私たちに迫っており
ます。 

戦没者の遺骨が含まれている土砂を戦争のための基地建設に使ってはなりませ
ん。これは、戦没者を二度殺すことと同じなのです。 
 私たち宗教者は、辺野古新基地建設のため、沖縄戦激戦地の土砂使用計画をただ
ちに撤回し、沖縄戦犠牲者の遺族の方々に謝罪することを菅首相に強く求めるもの
であります。 
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